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ヒーローが小児病棟で子どもたちに笑顔を届ける。 

ドゲンジャーズ基金が産業医科大学病院にて助成を実施 

〜医師・医療スタッフの連携により、⻑期療養中の子どもたちへヒーロー訪問による⼼理的⽀援を提供〜 

ドゲンジャーズ基金（以下、「当基金」）は、2026 年 1 月 29 日（木）、産業医科大学病院（北九州
市）にて、入院中や外来の子どもたちを対象としたヒーロー訪問活動を実施いたしました。 本活動
は、当基金が公募した「小児病棟⽀援助成」の採択案件として行われたものです。当日はドゲンジャー
ズの「オーガマン」「キタキュウマン」が病棟を慰問し、闘病中の子どもたちへ⽀援物資とエールを届
けました。 

 
入院中の子どもたちからヒーローに色紙とメダルで歓迎 



■ 実施の背景：⻑期入院患児への「⼼のケア」拡充を目指して 

産業医科大学病院の小児病棟には、白血病などの小児がんや難病の治療のため、数ヶ月から年単位の⻑
期入院を余儀なくされている子どもたちが数多く入院しています。外出が制限される環境下において、
子どもたちの⼼のケアは重要な課題となっています。今回の訪問は、同院小児科医および医療スタッフ
より、「治療に向き合う子どもたちに、楽しみや活力を与える機会を作りたい」という小児病棟⽀援助
成への申請を受け、実現いたしました。厳正な審査の結果、当基金の設立目的である「病気や困難に直
面する子どもたちへの⼼理的・社会的⽀援」に合致する事業として採択し、実施に至りました。 

■ 当日の様子：プレイルームおよび病室への訪問 

当日は、ドゲンジャーズを代表して地元・北九州を拠点とする「キタキュウマン」と「オーガマン」が
病院を訪問しました。 プレイルームでの交流に加え、クリーンルームなど移動が制限されているエリ
アへも可能な限り訪問し、一人ひとりにプレゼントの手渡しと記念撮影を行いました。会場は多くの笑
顔と歓声に包まれ、保護者の方からは「ヒーローから子どもたちが元気をもらった。また来てほしい」
といった感謝の言葉が寄せられました。この日の経験が子どもたちの⼼に深く刻まれ、いつの日か彼ら
自身がドゲンジャーズのように、「次は自分が誰かを励ます存在になりたい」と願うきっかけになれば
幸いです。 

       
プレゼントを渡すヒーロー            子どもたちとふれあう様子 

■ 今後の展望とご⽀援のお願い ドゲンジャーズ基金は、2025 年 9 月の設立以来、「誰でも、誰かのヒ
ーローになれる」という信念のもと、ヒーローに会いに来れない子どもたちにも笑顔を届けることを目
的に活動を続けております。 今後も医療機関や関係各所と連携し、⽀援を必要とする子どもたちへ継
続的な活動を届けてまいります。当基金の活動は、企業・個人の皆様からのご寄付によって⽀えられて
います。 


